
◎令和６年度における機能転換等

高度急性期 54床 高度急性期 54床

急性期 375床 急性期 362床

回復期 59床 回復期 59床

回復期 149床 回復期 162床

慢性期 37床 慢性期 37床

◎令和７年度以降の機能転換等

高度急性期 9床 高度急性期 9床

急性期 42床 急性期 47床

急性期 30床 急性期 25床 ▲5 R7.4

回復期 80床 回復期 120床

慢性期 119床 慢性期 79床

急性期 56床 急性期 56床

回復期 60床 回復期 143床

慢性期 83床 慢性期 0床

内容

Ｄ

病院名
見直し前 見直し後

法人内での病床移転により回復期の充実を図る。

洛和会音羽ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院
+13 R7.1

法人内での病床移転により回復期の充実を図る。

山
科

洛和会音羽病院
▲13

個別医療機関の病床機能等の見直しについて

見直し後 許可病
床増減

予定
時期内容

R7.1

許可病
床増減

時期

下
京

Ｃ

病院の移転に伴い、地域急性期（回復期）の充実を図る。

病床機能の転換により回復期の充実を図る。

R10.6±0
Ｄ

伏
見

伏見桃山総合病院

+5
足立病院

中
京

南
法人内での病床移転により周産期医療の充実を図る。

第二足立病院

法人内での病床移転により周産期医療の充実を図る。

病院名
見直し前

R7.4

京都南病院
R7.4±0
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